










本である浄土真宗の 義を、正確かつ体系的に把握すると共に、それをどのように表現することができるかということについて、考察する。そして、宗教教育を実践する上で有効な 浄土真宗 教義の 方法を確立することを目指したいと思う。
　具体的には、 拙著『高校生からの仏教入門』第三章の二「親鸞聖人の教え」の部分について、 その出拠を明らかにし、
教義的根拠を示す。そして、その教義を高校生に理解させるために、どのような表現をとったのか。その注意点やポイントを明らかに る。その中で、さらに適切な表現はないかを検討すると共に、教義 学ぶことと、自らの人生を学ぶことが一つになるような表現方法を検討していく。
　道元禅師が、 「仏道をならうというは、 自己をならうなり」 （ 『正法眼蔵』 ）と言われているように、 仏への道 ・ 仏教（浄
土真宗）を学ぶということは、自分自身について学ぶ ・ 自分自身について知らされるということでなければならない。
　このことは、第一に 浄土真宗の教義を学ぶということは、単に学問として対象的に学ぶのではなく、常に自ら
の人生が問われるという姿勢で学ぶという、 「学ぶ姿勢」の問題であるが、もう一つ大切なこ は、 「教義の表現方法」の問題であると考え 。浄土真宗の教義を学んでも、 んら自ら 人生が問われないと うのは、宗教の教義 しては、不十分と言わねばならない。特に、高校生への宗教教育を実践する上 、教義を学べば、必ず自らの人生が問われてくるというような、教義表現が必要であろう。
　尚、当論文においては、 「１．真実の教」 ２．阿弥陀仏」に部分についての考察のみ 、それ以降（ 「３．本願」




































とある。 『仏説無量寿経』 （以下『大経』 ） ・ 『仏説観無量寿経』 （以下『観経』 ） ・ 『仏説阿弥陀経』 （以下『小経』 ）の三経を「浄土三部経」と呼び、浄土宗の所依の 典として定めたのは法然である。 『選択集 「二門章」に、
　　

　初めに正しく往生浄土を明かす教といふは、いはく三経一論これ り 「三経」とは、一 は『無量寿経』 、二
には『観無量寿経』 、三には『阿弥陀経』なり。 「一論」とは、天親の『往生論』 （浄土論）これなり。あるいはこの三経を指して浄土の三部経と号す。 （ 『註釈版聖典 　七祖篇』一一八七）
とあるのがそれである。ここでは浄土宗の所依の経典であるが、親鸞は法然の開いた浄土宗をそのまま受け継いだのであり、新しく浄土真宗 いう宗派を開く意思はなかった。浄土真宗 、真実の浄土宗という意味であり、浄土真宗（真宗）を開いたのは、法然であると受け取っている。 『高僧和讃』に

















 この経の大意は、 弥陀、誓 超発して、 広く法蔵を開きて 凡小を哀れん 選ん 功徳 宝を施することを致
釈迦、世に出興して、道教を光闡して、群萌を拯ひ恵むに真実の利をもつてせんと欲すなり。
　　































とあるように、 すべての人を救済するという阿弥陀仏の救い （本願） は、 すべての諸仏方の願いと重なるものでもあり、『大経』を釈尊の出世本懐の経であるとするのは、当然のことと言わねばならない。
　　
 また、 内容的に言えば、 すべての人を必ず救うという本願の教えが、 そのまま説かれているからなのです。 （一六三）
ということに関して、 「すべての人を必ず うという本願の教えが説かれている」という面は、先に引用した出世本懐を表す「教巻」の文、 「弥陀、誓を超発して、広く法蔵を開きて、凡小を哀れんで選んで功徳の宝を施することを致す。 」からもその意が窺えるが、 「そのまま説かれてい 」という面は、親鸞の「浄土三部経」の見方から明らかになる。三、 「浄土三部経」の見方（顕彰隠密の義・真実と方便）
　親鸞は、表に現れた意では、 『大経』は他力念仏往生、 『観経』は自力諸行往生、 『小経』は自力念仏往生について
説かれているとするが、裏に隠された意では、 「浄土三部経」 に他力念仏往生が説かれ いるとするのである。このことを「顕彰隠密の義」から明らかにしていく。
　親鸞は、 『観経』と『小経』は、顕著に説かれているところ（顕説）は、自力の教えであるが 隠れて彰されてい






 彰といふは、如来の弘願を彰し、利他通入の一心を演暢す。 （中略）これすなはちこの経の隠彰の義なり。 （ 『註釈版聖典』 「化巻」三八一〜三八二）
とあり、 『小経』については、
　
 顕といふは、経家は一切諸行の少善を嫌貶 て、善本・徳本の真門を開示し、自利の一心を励まして難思 往生を勧む。 （中略）これはこれこ 『経』 （小経）の顕の義を示すなり。 （中略）
　
 彰といふは、 真実難信の法を彰す。これすなはち不可思議の願海を光闡して、 無碍の大信心海に帰せしめんと欲す。（中略）これ これ隠彰の義を開くなり。 （ 『註釈版聖典』 「化巻」三九七〜三九八）
とある。
　「顕」 とは顕著に説かれているという意味で、 「彰」 とは 「隠彰」 ということで隠れて彰されているという意味である。
「密」についての説明はないので、色々な説があるが、 「顕説」と「隠彰」の二重構造をもって説かれるのは、釈尊の密意によるものであるということを表すという説や、 「顕彰隠密 を 顕」と「彰隠密」に分け、 「密」を隠れて彰された仏の密意 うことを表すという説などがある。いずれにせよ、 『観経』と『小経』 は「顕説」と「隠彰」の二面があり、隠顕なく他力念仏往生が説かれているのは『大経』のみなのである。
　すべての人を必ず救うという本願、すなわち他力念仏往生の教えは、自利利他円満・自覚覚他覚行窮満の仏の心
にかなったもので その教えがそのまま説かれているのが『大経』なのである。それは、仏自らの意に随って説かれた教えな で、 「随自意 法」という。それに対して、 『観経』 『小経』の の意（自力諸行往生 ・ 自力念仏往生）は、真実の に導くための方便 教えである。 「方便」 は「真実」そのものではないが嘘ではなく、真実へと導いてくれるも である。聞く人（他）の意に随って かれた教えなので、 「随他意の法」という。方便（随他意 法）
0
は、教育的手段であり、相手を真実に導いていく教えであって、つまらないものではない。大変重要な意味を持つものである。親鸞は、 『観経』と『小経』に真実と方便の二面があり、それを「顕彰隠密」 （隠顕）として明らかにしているのである。しかし、 『大経』のみ、本願の教え（他力念仏往生）がそのまま説かれて るので、真実の教とするのであ 。小結
　以上、真実の教について学ぶ上で必要な教義を述べてきたが、 『高校生からの仏教入門』では、複雑になる為、 「顕
彰隠密の義（真実と方便） 」については触れず、 「浄土三部経」が所依の経典であり、中でも親鸞は『大経』を真実の教であると述べているということにポイントを置いた。 「私に って真実 教とは何か」を求めることはとても大切なこと 。なぜなら、それによって自らの生きる方向が決まるからである。
　親鸞が『大経』こそ真実の教であると言われた根底に、阿弥陀仏によって救われる教えは、すべての人が救われ









　阿弥陀仏とは、 どのような仏さまかを表すのに、 いろいろな表現ができるが、 『高校生からの仏教入門』では、 次のａ・
ｂ・ｃ・ｄの四つに絞り、ｃとｄ 関しては、それぞれ、本願と名号のところへ譲った。
　　ａ．阿弥陀仏は、 「真実 世界から、真実 知らせるために、人格的に現れてくださった仏さま」　　ｂ．阿弥陀仏は、 「限りない智慧と慈悲の仏さま」 （ 「限りな ひかりといのちの仏 ま」 ）　　ｃ．
 阿弥陀仏は、 「すべての人を必ず救うという願い（本願）をたて、 はたらき続けてくださっている仏さま」 （ 「本願をいのちとする仏さま」 ）
　　ｄ．
 阿弥陀仏は、 「南無阿弥陀仏の言葉（名号）となって、私にはたらきかけてくださっている仏さま」 （一六九〜一七〇）


















 とは言え、人間が創り出した単なる偶像でもありません。阿弥陀仏は、 「真実の世界から、真実を知らせるために、人格的に現れてくださった仏さま」なの す。















や形をたよりに生 てい 私たちのため 、人格的に現れてくださったのです。ですから、私を真実に導くはたらきを離れて、阿弥陀仏は存在しないのです。
と説明している。これは、仏を如来ということと、二種法身の説をその教義的根拠として表現したものである。
　仏を如来とも言うが、如来とは、如から来たと書く。如とは真如 ことで、現在の言葉で言えば、真実と言って
よいであろう。その真実 （真如） から真実を知らせる為に来た方が如来、 すなわち仏なのである。仏とは、 もともと覚った者 ・ 真実に目覚めた者を意味する仏陀 （ブッダ） という言葉 省略したものであり、 覚ったという状態を主に表すが、如来は、覚った者が迷える者を覚らせるというはたらきを表す も言える。




 諸仏・菩薩に二種の法身まします。一には法性法身、二には方便法身なり。法性法身によりて方便法身を生ず。方便法身によりて法性法身を出す。この二の法身は異にして分つべからず。一にして同ずべからず。 （ 『註釈版聖典 　七祖篇』一三九）
とあるのがそれである。親鸞の著書『唯信鈔文意』には、
　　
 法性すなはち法身なり。法身はいろもなし、かたちもましまさず。しかれば、こころもおよばれず、ことばもたえたり。この一如よりかたちをあらはして、 方便法身と申す御すがたをしめして、 蔵比丘となのりたまひて、不可思議の大誓願をおこしてあらはれたまふ御かたちをば、世親菩薩は「尽十方無礙光如来」と づけた まつりたまへり。この如来を報身と申す。 （ 『註釈版聖典』七〇九〜七一〇）
とあり、 『一念多念証文』には、
　　
 この一如宝海よりかたちをあらはして、 法蔵 となのりたまひて、 無碍 ちかひをおこしたまふをたねとして、阿弥陀仏となりたまふがゆゑに、報身如来と申すなり。これを尽十方無碍光仏となづけたてまつれるなり。この如来を南無不可思議光仏とも申すなり。 の如来を方便法身とは申すなり 方便 、 かたちをあらはし、御なをしめして、衆生にしらしめ まふを申すなり。すなはち阿弥陀仏 り。 （ 『註釈版聖典』六九〇〜六九一）
とある。これらの文によると 二種法身とは、法性法身と方便法身のことであり、法性法身とは、色も形もなく、衆生の思いの及ばない真実そのものであり、方便法身とは、そこから形を現し、法蔵菩薩の発願・修行、阿弥陀仏の成仏というように、衆生に知らせる為に顕現したものである。
　尚、阿弥陀仏を報身とも言われているが、これは、仏身を法身・報身・応身の三身説によって分類したものである。




　以上、 阿弥陀仏を「真実の世界から、 真実を知らせるために、 人格的に現れてくださった仏さま」と表現したが、 もっ
















ればすなはち大悲の誓願に酬報するがゆゑに、真の報仏土といふなり。すでにして願います、すなはち光明・寿命の願（第十二 ・ 十三 ）これなり。 （ 『註釈版聖典』三三七）
とあること、また、 『阿弥陀経』に
　　








　まず、 「アミダ」 とは 「ア＋ミダ」 で、 「ア」 とは否定の接頭語、 「ミダ」 とは 「量る」 という意味です。ですから、 「ア












　「ブツ （仏） 」 とは、 ブッダ （
B
uddha ） の音写である 「仏陀」 を省略したもので、 「さとった者」 「真実に目覚めた者」












、これを名づけて仏となす。 」 （ 『註釈版聖典 　七祖篇』三〇一）
によった。小結
　阿弥陀仏を語る上で最低限必要な点として、 ａ．真実の人格的顕現、 ｂ．智慧と慈悲 （限りないひかりといのち） 、 ｃ．












　更に、もう一つ注意すべき点は、 「阿弥陀仏は形として表れて下さっているが 本来 色も形もない存在である」












 ）石田充之『親鸞教学の基礎的研究（三） 』二六六頁に、 「親鸞聖人は、法然聖人と同じように、比叡山で、大乗仏教の真実を求めていましたが、 そこから 絶望性といいますか、望みを断ち切られたという仏道実践の徹底化において、我々が大乗仏教的な、因縁生・縁起・空無我の真実・真理に、生きて くという点から、かような大乗仏教的な真理・真実・真存在に生かされていくという点に大転換をおこなわれるわけです。これが法然聖人が比叡山をおりられた原因にもなるのですが、親鸞聖人も同じです。天台的な大乗仏教的な真実を求め続 られた結果として、そこに、大乗仏教的真実に生きる宗教から、大乗仏教的な真理真実に生かされる宗教へ、能動的（アクティブ）から受動的（パッシィブ）へと大転換されたところに親鸞聖人の生き方がみられてきます。 」とあるのを参考にした。
　　　　〈キーワード〉　　 宗教教育・真実の教・阿弥陀仏・表現方法
